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第３７回
七
月
五
日
、
さ
わ
や
か
な
空
の
も
と
、
第
３７
回
佐
井
村
民
体
育
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
「
融
和
・
親
睦
・
連
帯
」
を
テ
ー
マ
に
、
老
い
も
若
き
も
一

緒
に
な
っ
て
、
快
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
ど
の
町
内
も
、
と
り
わ
け
女
性
の
パ
ワ
ー
が
チ
ー

ム
を
引
っ
張
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。



負ける

なよ～！！

運
営

に
大
活
躍
し
た

佐
井
中
学
校
の
み
な
さ
ん



佐井村保育所

６月２８日、佐井村保育所の運動会

が行われました。

園児のみなさんは、おうちの方の

声援を受け、みんな大はりきり。

中
西
正
ご
郵
歟
大
臣
賞
受
賞

中
西
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
八
年
六
月
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
四
十

五
年
間
も
の
長
い
問
、
郵
便
委
託
集
配
の
仕
事
に
携
わ
り
ま
し
た
。
こ

の
多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
郵
政
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

現
在
は
夏
季
だ
け
の
集
配
を
行
っ
て
い
る
野
平
地
区
は
、
主
に
山
形

県
出
身
の
人
た
ち
が
開
拓
で
苦
労
を
重
ね
た
と
こ
ろ
。
初
期
の
こ
ろ
は
、

特
に
道
ら
し
い
道
も
な
い
中
で
、
中
西
さ
ん
は
一
日
も
休
ま
ず
、
雨
や

吹
雪
の
日
も
、
手
紙
や
新
聞
、
小
包
な
ど
を
背
負
い
、
徒
歩
で
野
平
の

人
た
ち
へ
配
達
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
佐
井
と
牛
滝
の
間
は
、
当
時
、
木
造
船
で
郵
便
物
を
輸
送
し

ま
し
た
が
、
海
が
荒
れ
る
と
、
そ
の
分
郵
便
物
が
滞
り
、
一
回
に
背
負

う
荷
物
も
増
え
て
、
非
常
に
大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

現
在
は
道
路
事
情
も
良
く
な
り
、
交
通
手
段
も
徒
歩
か
ら
オ
ー
ト

バ

イ
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
中
西
さ
ん
は
今
日
も
元
気
に
仕
事
に
励
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
受
賞

が
今
ま
で
の
苦
労
を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。



わいどの広場

救 命 の 大 切 さ を 学 ぶ

七
月

六
日

、

佐
井

中
学

校

体
育
館

で

、
心

肺
蘇

生
法

の

講
習
会

が
開
か

れ
ま
し

た

。

中

学
生

の
み

な
さ

ん
は

、

佐

井

消
防

分
署

の
山

本
分

署

長
を

け
じ

め
と

す

る
署
員

四

名

か
ら
、

人
工

呼
吸

や
心

臓

マ

ッ
サ

ー
ジ
な

ど

の
救
急

法

の
技
術

を

学
び
ま

し

た
。

「
自

分

の
泳

ぎ
に

自
信

が

あ

る
か
ら

と

い
っ
て

過
信

し

な

い
こ

と
」「
救

命
は

、
呼

吸

停
止
か
ら
最
初
の
五
分
間

で
」

な

ど
の
話

を
聞

い
た

参
加

者

は
、
「
一

つ
し

か

な

い

命

を

絶
対

守

る
」
こ

と
を

決
意

し
、

真
剣

に
取
り

組

み
ま
し

た

。

ヒ ラ メ の 稚 魚 放 流

県
栽

培

漁
業
振

興
協
会

主

催

の
十

年
度

ヒ

ラ
メ
種

苗
放

流
式

が
、
六

月
二

十
九
日

に

佐
井

漁
港
で
行
わ

れ
ま
し
た

。

当
日

は
、

絶
好

の

囗
よ
り

に
恵
ま

れ
、

大

漁
旗
を

掲
げ

た
漁
船

が
色

ど
り

を
添
え

ま

し

た

。
式
典

に
は

漁
業

関
係

者
約
百

三
十

名

が
出
席

。
工

藤
副
知

事

が
祝
辞

を
述

べ

た

あ
と

、
佐
井

小

学
校

一
、
二

年

生

が

「
佐

井

の
海

で
大
き

く

な

っ

て

ね

」

と

声

を

か

け
、

岸

壁

か
ら
稚
魚

を
放

流

し

ま
し

た
。
近

年

漁

獲

高

が

増
え

て

い
る
ヒ

ラ

メ
。
今

後

が
期
待

さ

れ
ま
す

。

北の秘境・しおさいの灯
文化観光立県宣言
カ ウントダ ウン

七

月

十
六

日
、

し

お
さ

い

公

園

で
「
手

渡
そ

う
歴

史

の

灯

火
」

の
火

お
こ

し

が
行
わ

れ
ま
し

た

。

佐
井

小

学
校

の
八
名

の
児

童

が
虫

め

が
ね
を

使

っ
て
種

火

を
起

こ

し
た

あ
と
、

火

は

ラ

ン

プ

に
灯

さ

れ

ま

し

た

。

「
北

の
秘

境
・
し

お

さ

い
の

灯

」
と
名
付

け

た
こ

の
火

は
、

下

北
四
町

村

で
灯

さ

れ
た
火

と

合

流
、
佐

井
小

鼓
笛

隊

の

演

奏

に
の
せ

て
、

脇
野

沢
村

へ
。

リ
レ

ー
さ

れ
た
火

は
、

十

九
囗

、
三

内
丸

山

遺
跡

で

県

内
六

十
七

市
町

村

の
火

と

と
も
に
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

連 合 小 学 校 修 学 旅 行

六

月
二

十
四

日

か
ら
二
十

六
日

に

か
け

て
、
佐

井
村

連

合
小

学

校
修

学
旅
行

団

の
一

行
七

十
名

は

、
岩
手
・
仙
台
・

松

島
方
面

を
訪

れ
ま

し

た
。

子

ど

も
た
ち

は
、

長

い
移

動

時
間

も
何

の
そ

の
、
新

幹

線

や

バ
ス

の
車
窓

か
ら

の
な

が
め
を
堪

能

。
ま

た
、
盛

岡

千

づ
く
り

村

で
は

陶
芸

教
室

に
挑

戦
し
た
り

、
仙

台

の
遊

園
地

で
は
ス

リ
ル
満

点

の
乗

り

物
を

楽
し

む
な

ど
、
社

会

勉
強
を

し
な

が
ら

た
く

さ
ん

の
思

い
出

が
で
き

ま
し

た
。

で
も
他

校

の
人
と

お
友

達
に

な
れ

た
の

が
一
番

か
な
？



～ あなたの声 を行政に ～

下水道のしくみと水の流れ ～水をきれいにリサイクル～

各家庭や工場から排出された汚水は、各戸ごとに

設けられた汚水桝に集められ、道路の下に埋設され

た下水道管に流れ込みます。下水道管に集められた

これらの汚水は、下水処理場に運ばれ、ここで微生

物の働きによりきれいな水 となって川や海に放流さ

れます。

このしくみを図で表すと下のようになります。

下水道についてのご意見、ご質問がありましたら、どうぞお気軽に

お問い合わせください。 担当 役場建設課 昔⑩２１１１



～きれいな水 それは生命の源～

佐井村では、自然の恵みを生かし、健康で明るい豊かな村をつ くるための一環 として、

平成１０年度から佐井地区の下水道事業整備に着手し、平成１７年度の一部使用開始を目指して、

現在計画的に事業を推進しています。

そこで今月から数回に分けて、「下水道」とはどのようなものか、ということを理解してい

ただくためにこのコーナーでお伝えしてまいります。

水を 守ろ う ～汚れた水をきれいに流す～
いま、地球で一番少なくなったもの。

それは数十億年もの間、先人が守ってきた「きれい

な水」です。

これを未来の子供たちに残すことこそ、私たちの

大きな仕事の一つです。

私たちはいま、薬品で洗った水をお金で買って使

用し、化学洗剤と一緒に、川や海へと排水している

状況です。

将来の生態系に影響を及ぼすことのないように、

汚れた水を処理することは私たちにとって緊急の課

題です。

下水道 の役割 ～快適な環境のために～

① 川 や 海 を汚 れ か ら守 り ます 。

私たちの家庭や、工場などから排出される汚水は、

これまで直接川や海に流れ込みこれらの水質を悪化さ

れていました。

このため、川には魚や水生植物がなくなったり、海

の魚介類への影響を生じているところもあります。

下水道では汚水を収集・処理レ きれいな水にして

から放流するので美しい自然が保たれます。

（２） 生 活 環境 を 改 善 し ます。

下水道を整備すると、清潔で快適な水洗トイレを使

用することができるため、ハエや蚊が発生したり、悪

臭のする環境を改善し、快適な生活環境を作り出すこ

とに役立ちます。



保健碌応籾

食中毒を

未然に防ぎましょう

食

中

毒

の

原

因

二
年
前
、
全
国
的
に
猛
威
を
ふ

る
っ
た
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
『
０

－

１
５
７
』
に
よ
る
食
中
毒
は
、

一
ヵ
月
で
約
子
五
百
人
の
感
染
者

を
出
し
、
食
中
毒
の
恐
ろ
し
さ
を

改
め
て
知
ら
し
め
ま
し
た
。

食
中
毒
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
自
然
毒
や
化
学
物
質
に
よ

る
も
の
は
ご
く
わ
ず
か
で
、
ほ
と

ん
ど
が
緇
菌
に
よ
る
も
の
で
す
。

な
か
で
も
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
、
病
原

性
大
腸
菌
、
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
が
多

く
、
全
体
の
七
～
八
割
を
占
め
ま

す
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
細
菌
は

二
次
感
染
を
引
き
起
こ
す
病
原
菌

で
あ
る
た
め
、
抵
抗
力
の
弱
い
子

ど
も
や
お
年
寄
り
が
感
染
す
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。

夏
期
の
魚
介
類
に
ご
用
心

腸

炎

ビ

ブ

リ

オ

こ
の
菌
は
海
の
中
に
住
ん
で
い

て
、
夏
な
ど
海
水
の
温
度
が
高
く

な
る
と
沿
岸
海
域
で
急
速
に
増

え
、
近
海
で
と
れ
る
魚
貝
類
か
ら

検
出
さ
れ
ま
す
。
食
中
毒
の
症
状

は
、
激
し
い
腹
痛
や
下
痢
、
発
熱

が
主
で
す
。
菌
が
体
内
に
入
っ
て

か
ら
発
疱
す
る
ま
で
の
潜
伏
期
間

は
八
～
二
十
時
間
（
平
均
十
二
時

間
）
と
比
較
的
短
か
く
、
あ
た
た

か
い
と
他
の
細
菌
の
二
倍
以
上
の

ス
ピ
ー
ド
で
増
え
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
真
水
や
酸
に
弱
く
、
ま
た

六
十
℃
で
十
分
間
の
加
熱
に
よ
り

死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
原
因
食
品

の
ほ
と
ん
ど
が
海
産
生
魚
介
類
と

そ
の
加
工
品
で
す
。

食中毒はこうして起こった
［巣加工回 同じまな板で生魚と野菜を調理したことが原因

魚を汚染していた細菌が、
まな板、包丁を介して野菜に
移り、漬物にしている間に増
殖して食中毒に。

「汞例‾②プ月 早めに食べなかったことが原因

食品の折り詰めをおみやげ
にもって帰る途中、もう一軒
寄り道をした。手指や調理器
具から食品にうっっでいた細
菌が長時間放置されたため増
殖して食中毒に。

［第頂］Ｘで回加熱が不十分だったことが原因

ハンバーグを作る時、中ま

で十分に火が通っていなかっ

たため、肉についていた細菌

が死滅せず食中毒に。

魚貝類を扱う時の注意点
・魚貝類は水道水でよく洗いましょう。 ・生ものは早めに食べる。

・夏季の魚貝類の生食は十分に注意レ

わずかな時間でも冷蔵庫に入れる。

・よく火を通しましょう。

健
診
結
果
説
明
会
が

は
じ
ま
り
ま
し
た

年
に
一
度
の
健
診
も
、
半
数
の

地
区
で
終
わ
り
ま
し
た
。

健
診
を
受
け
た
ら
、
ぜ
ひ
結
果

説
明
会
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。
佐
井
村
で
は
、
保
健
婦
と
栄
養

士
が
ペ
ア
で
結
果
説
明
を
行
っ
て

い
ま
す
。
説
明
会
の
会
場
は
ど
こ

も
に
ぎ
や
か
。
そ
れ
は
、
結
果
の

こ
と
だ
け
で
な
く
、
食
事
の
こ
と
、

趣
味
の
こ
と
な
ど
、
気
軽
に
お
話

し
て
い
る
か
ら
で
す
。

参
加
者
の
中
に
は
、
自
分
な
り

に
日
常
生
活
の
改
善
目
標
を
決
め

実
践
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
私

た
ち
も
、
み
な
さ
ん
が
無
理
な
く

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

☆
結
果
説
明
会
の
日
程

八
月
三
日
（
月
）
…
原
田

八
月
四
日
（
火
）
…
牛
滝

八
月
五
日
（
水
）
…
福
浦



こ
ん
に
ち
は
／

社
会
福
祉
協
議
会

で
す

第１０回
大 間町 長 杯
１町 ２ ヶホｌ

優

勝

は

佐

井

寿

§

チ
ー
ム

～
佐
井
勢
こ
れ
で
三
連
覇
１・

第
十
回
大
間
町
長
杯
一
町
二
ヶ
村
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
六
月
三
十
日
、
大
間

町
の
内
山
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
北
通
り
の
お
年
寄
り
の

親
睦
と
健
康
増
進
を
図
る
た
め
に
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
佐
井
村
か
ら
は
四

チ
ー
ム
が
参
加
。
各
チ
ー
ム
と
も
熱
い
闘

い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
佐
井
寿
会
チ
ー
ム
が
優
勝

し
、
佐
井
村
が
三
年

連
続
優
勝
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
同
チ
ー

ム
は
、
今
度
は
郡
大

会
優
勝
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
み

な
さ
ん
は
、
自
分
の

仕
事
の
合
い
間
に
、

毎
日
一
生
懸
命
練
習

を
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
成
果
が
見
事
に

現
れ
た
も
の
で
す
。

そ
の
ほ
か
の
チ
ー

ム
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

・
決
勝
戦

佐

井

寿

会

Ｂ
－

１０

大

間

Ａ

・
三
位
決
定
戦

福
浦
ぬ
い
ど
う

１７
－

１３

磯
谷
白
寿
会

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
今
年

も
会
員
の
方
々
へ
の
会
費
納
入
の

お
願
い
と
、
新
会
員
の
募
集
を
し

て
い
ま
す
。
賛
助
会
員
は
年
額
千

円
、
特
別
賛
助
会
員
は
年
額
三
千

円
で
す
。
ま
た
、
み
な
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
会
費
の
有
効
活
用
に

よ
り
次
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Λ
心
配
ご
と
相
談
所
▽

ひ
ろ
く
住
民
の
日
常
生
活
上
の

あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
て
、
適
切

な
助
言
、
援
助
を
行
っ
て
地
域
住

民

の

福
祉

の

増
進

を

図

り

ま

す

。

Λ

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

ワ

ー

ク

半

ヤ
ン

プ
ソ

北

通

り

地

区

の

高

校

生

か

対

象

に

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

育

成

の

た

め

ワ

ー

ク

キ

ャ
ン

プ

を

行

い

ま

す

。

Λ
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
務
▽

生

活

福

祉

資

金

貸

付

事

業

の

申
し

込

み

受

付

け

及

び

僖

還
督
促
の
一
部
事
務
を
行
い

ま
す
。

Λ
広
報
・
啓
発
∇

社
会
福
祉
協
議
会
の
趣

旨
、
活
動
内
容
を
会
員
及
び

住
民
に
普
及
宣
伝
し
ま
す
。

Λ
顕
彰
・
表
彰
▽

社
会
福
祉
事
業
充
実
の
た

め
金
品
等
の
寄
附
及
び
社
会

福
祉
事
業
に
協
力
さ
れ
た

方
々
に
保
健
福
祉
大
会
式
典

で
感
謝
状
を
贈
り
ま
す
。

Λ
法
人
運
営
∇

法
人
の
適
正
な
運
営
と
豊
か
な

地
域
福
祉
社
会
を
創
り
上
げ
る
た

め
、
各
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
ほ
ん
の
一

部
で
す
が
、
暖
か
い
思
い
や
り
と

連
帯
感
に
満
ち
た
住
民
参
加
型
の

地
域
福
祉
活
動
の
充
実
と
発
展
に

努
め
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

みんなで達成しよう ／

次 の目 標 は１，０００日

ただいまの記録（８／１現在）

交通 事故死 ゼ 囗２３８日

道路沿いの草刈り・ゴミ拾い

車の窓からのポイ捨てはやめよう／

事業所シートベルト訪問

交

通

安

全

毋

心

会

青

森

県

大

会

に

参

加

し

乙

工

藤

せ

つ

子

七

月

二

日

青

森

市

文

化

会

館

で

、「
人

と

車

、
安
全

に
、
快

適

に
」

の

テ

ー

マ

の
も

と

に

第

十

九

回
大

会

が
開

催

さ
れ

、

私

た

ち

母

の
会

の

メ
ン

バ

ー
も

参

加

し

ま

し

た

。

間

宮

安

子

連

合

会

長

の

「
自

分

自

身

が

い
つ

ま

で

も

思

い

や
り

の
あ

る
正

し

い
交

通

行

動

を

と

る
こ

と

が
、

そ

の
ま

ま

子

ど

も

や
家

族

・
地

域

の

人

々

の

交

通

マ

ナ

ー
ア

ッ

プ
に

つ

な

が

り

、

人

と

車

の
安

全

で

快

適

な

共

生

が

実

現

で

き

る
と

思

い
ま

す

。
」

と

の
あ

い

さ
つ

が

あ

り

ま

し

た

。

続

い
て

、

平

内

町

と

深

浦

町

交

通

安

全

母

の

会

の

活

動

事

例

発

表

が

あ

り

、

最

後

に

当

佐

井

村

交

通

安

全

母

の
会

会

長

の

東

出

ミ

ヤ

が

、

大

会

宣

言

を

読

み

上

げ

、

盛

大

に

終

わ

る
こ

と

が
出

来

ま

し

た

。

第

二

部

で

は

、

記

念

講

演

と
し

て

星

忠

通

先

生

か

ら

、

「
地

域

の

子

ど

も

の

交

通

安

全
」

と

題

し

て

お
話

が

あ

り

ま

し

た

。

ま

た

、

本

大

会

の

パ
ン

フ

レ

ッ

ト

に
は

、

佐

井

村

の
「

夜

間
反

射

材

パ
レ

ー

ド
」

や

「
高

齢

者

世

帯

訪

問

」

な

ど

の
活

動

内

容

も

紹
介

さ

れ
、

私

た

ち

の

今

後

の

活

動

の

励

み

に

な

り

ま

し

た

。

Ｉ

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

掲
載
さ
れ
た
活
動
紹
介

１
大
会
に
参
加
し
た
み
な
さ
ん



～

ら
佐
井

駐

在

所

登
⑩
２
２
・－
８

い
よ
い
よ
夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

で
す
。
こ
の
季
節
に
は
、
『
飲
酒

運
転
』
『
無
理
な
追
い
越
し
、
速

度
の
出
し
過
ぎ
な
ど
の
暴
走
運

転
』
に
よ
る
重
大
事
故
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

一

運
転
者
の
方
は
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
飲
酒
運
転
は
し
な
い

◇
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
目
に

◇
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く
確

実
に
着
用

し
て
、
安
全
、
快
適
な
行
楽
シ
ー

ズ
ン
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

■
八
月
中
は
飲
酒
運
転
取
締
り
強

化
月
間
で
す
。

～
行
方
不
明
の
人
を
さ
が
す

相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て
～

県
警
察
で
は
、
八
月
を
家
出
人

と
身
元
の
分
か
ら
な
い
ま
ま
亡
く

な
っ
た
方
を
対
象
と
す
る
「
行
方

不
明
者
等
捜
索
強
化
期
間
」
と
し
、

各
警
察
署
に
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。相

談
所
で
は
、
家
出
人
に
つ
い

て
の
相
談
を
受
け
る
と
と
も
に
、

身
元
の
分
か
ら
な
い
ま
ま
亡
く
な

っ
た
方
に
つ
い
て
の
服
装
や
持
ち

物
等
の
資
料
を
備
え
て
お
り
ま
す
。

身
内
の
方
や
友
人
の
安
否
を
気

遣
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
遠
慮
な

く
大
間
警
察
署
刑
事
生
活
安
全
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
中
に
お
け
る
少
年
犯
罪
や

犯
罪
被
害
を
未
然
に
防
止
し
よ
う

夏
休
み
期
間
中
は
、
各
地
域
で

夏
祭
り
や
宵
宮
な
ど
の
行
事
が
多

く
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
、
子
供
た
ち

は
、
解
放
感
や
生
活
の
リ
ズ
ム
の

変
化
か
ら
非
行
に
走
っ
た
り
、
家

出
を
し
た
り
、
さ
ら
に
は
思
い
が

け
な
い
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
り

し
ま
す
。

期
間
中
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
防
犯
指

導
隊
な
ど
少
年
健
全
育
成
の
関
係

団
体
の
方
々
に
よ
る
街
頭
活
動
が

行
わ
れ
ま
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん

も
「
愛
の
ひ
と
声
」
で
子
供
た
ち

を
守
り
ま
し
ょ
つヽ
。

ち

晨

さ

な

勇

気

を

ひ
と
り
で
お
悩
み
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
警
察
で
は
犯
罪
に
よ
る

被
害
の
ご
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
ご
家
族
や
友
人
が
困
っ
て
い

る
と
き
に
も
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
あ
な
た
の
小
さ
な
勇
気
に

答
え
ま
す
。

・
性
犯
罪
被
害
一
一
〇
番

公
ｏ
Ｔ
２
０
⑩
７
８
３
４

・
暴
力
相
談
電
話

ａ
０
１
７
７
⑩
８
９
３
０

・
警
察
総
合
相
談

昔
０
１
７
７
⑩
９
１
１
０

・
少
年
課
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン

公
０
１
２
０
⑨
７
８
６
７

０６／１４ がんかけまつり警備
を実施。途中雨に降
られたが、何事もな
く無事終了。

０６／１７ カモシカライン山頂
付近工事現場からポ
ンプ盗難。

０６／２４ 駐在所連絡協議会開
隹。

０７／１ 交通安全母の会とと
もに２０事業所をまわ
り、交通安全指導Ｐ
Ｒを実施。

○旅の人で様子がおかしい者を
見かけたら通報してくださ
し稲

警 察 官 募 集 ／

県警察では、警察官（高校

卒）婦人警察官、警察事務職

（初級）の採用試験を行います。

詳細については、駐在所又

は大間警察署に問い合せくだ

さい。
ｇ 受付期間

８／１７～９／４
ｇ 第一次試験

９月２７日（日）

佐井小２年 佐藤だいきくん

佐井小２年 竹内さとこさん

佐井小３年 七戸ゆうやくん

佐井小５年 竹内やすふみく脳



赤十字の里づくり

検討委員会だより

（Ｎ０．１５）

青少年赤十字
タイ訪問の翼

私
た
ち
は
、
八
月
五
日
か
ら
十

一
日
ま
で
の
日
程
で
「
青
少
年
赤

十
字
タ
イ
訪
問
の
翼
」
に
参
加
し

ま
す
。
こ
の
訪
問
で
は
、
青
少
年
赤
十

字
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
、
赤
十
字

活
動
の
様
子
や
歴
史
、
産
業
、
文

化
な
ど
を
学
び
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

で
は
タ
イ
の
家
庭
生
活
を
通
し
て

人
々
の
暮
ら
し
を
体
験
し
て
ま
い

り
ま
す
。

佐
井
中
学
校
二
年

福
田

祥
久

君

佐
井
中
学
校
は
三
年
前
に
青
少

年
赤
十
字
に
加
盟
し
、
こ
れ
ま
で

全
校
で
使
用
済
み
テ
レ
ホ
ン
カ
ー

ド
、
切
手
の
回
収
等
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
僕
は
生
徒
会
副
会

長
と
し
て
、
僕
た
ち
の
赤
十
字
活

動
を
も
っ
と
活
発
な
も
の
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
僕

だ
ち
と
圜
年
代
の
中
学
生
の
赤
十

字
活
動
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
か
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
に
と
て
も
興

味
が
あ
り
ま
す
。
後
で
皆
さ
ん
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
っ
か
り
と
見
て
、
学
ん
で
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
少
し
の
不
安
は

あ
り
ま
す
が
、
他
の
メ
ン
バ
ー
と

協
力
し
な
が
ら
積
極
的
に
活
動
し

自
分
自
身
も
大
き
く
成
長
し
て
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

磯
谷
中
学
校
二
年

新
田

敏
幸

君

今
、
学
校
で
は
、
ア
ル
ミ
缶
の

プ
ル
タ
ブ
を
集
め
て
い
ま
す
。
ド

ラ
ム
缶
一
つ
で
車
椅
子
一
台
に
な

る
の
だ
そ
う
で
す
。

ぼ
く
は
今
ま
で
赤
十
字
活
動
と

い
う
の
は
、
お
年
寄
り
、
障
害
者

の
世
話
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
を
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
、
赤
十
字
活
動
の
こ

と
を
学
ん
で
い
く
う
ち
に
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

今
回
の
国
際
交
流
も
そ
の
一
つ

で
す
。
タ
イ
で
の
赤
十
字
活
動
を

体
験
し
、
学
校
や
地
域
の
活
動
に

役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
平
和

で
豊
か
な
世
界
を
つ
く
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

牛
滝
中
学
校
二
年
坂
井

健
人

君

一
年
生
の
時
、
学
級
で
「
空
き

缶
の
投
げ
捨
て
を
や
め
よ
う
」
と

い
う
看
板
を
作
り
、
岸
壁
に
設
置

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
効
果
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
以
後
も

空
き
缶
が
平
気
で
捨
て
ら
れ
る
現

状
、
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
と

い
う
勝
手
な
気
持
ち
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

タ
イ
は
四
つ
の
国
に
囲
ま
れ
、

移
民
も
多
く
、
そ
の
人
達
に
対
し

て
も
優
し
く
接
す
る
国
だ
と
聞
き

ま
し
た
。
考
え
方
、
感
じ
方
が
違

う
人
々
と
共
に
生
活
す
る
に
は
互

い
へ
の
思
い
や
り
の
気
持
ち
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

文
化
や
生
活
の
仕
方
を
理
解
す

る
に
は
仏
教
の
考
え
が
あ
る
の
で

難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

の
雰
囲
気
を
肌
で
感
じ
、
人
と
の

つ
な
が
り
に
つ
い
て
も
た
く
さ
ん

勉
強
し
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
井
中
学
校
二
年
磯
谷

千
明
さ
ん

私
た
ち
の
学
校
で
は
、
体
験
学

習
と
し
て
村
内
の
清
掃
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
「
赤
十
字
活

動
」
と
聞
い
て
、
難
し
く
私
に
は

で
き
そ
う
も
な
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
赤

十
字
に
関
す
る
学
習
を
通
し
て
、

身
近
で
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
よ
う
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
一
人
一
人
の
心
が
け

や
思
い
や
り
の
気
持
ち
、
ち
ょ
っ

と
の
勇
気
で
み
ん
な
が
気
持
ち
よ

く
、
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る
の

で
す
。
今
回
の
訪
問
で
は
、
常
に
笑
顔

と
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

た
く
さ
ん
の
人
々
と
触
れ
合
う
中

で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

長
後
中
学
校
二
年
内
田

智
子
さ
ん

今
回
の
訪
問
で
は
、
向
こ
う
の

青
少
年
赤
十
字
の
メ
ン
バ
ー
と
の

交
流
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
る
か
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
び
、
こ
れ
か
ら
の

生
活
に
生
か
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
現
地
の
様
子
、

文
化
や
生
活
な
ど
、
体
験
し
た
こ

と
の
ひ
と
コ
マ
ひ
と
コ
マ
を
目
に

焼
き
付
け
て
、
家
族
や
親
友
、
地

域
の
人
に
、
素
晴
ら
し
い
体
験

だ
っ
た
と
言
え
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

外
国
に
行
く
の
は
、
今
回
が
初

め
て
な
の
で
、
不
安
も
あ
り
ま
す

が
、
お
互
い
の
言
葉
や
文
化
、
習

慣
に
違
い
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

同
じ
人
間
同
士
、
心
は
通
じ
合
う

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
乗
り
越

え
て
、
友
好
的
な
関
係
を
作
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

福
浦
中
学
校
二
年

田
中

一
世
さ
ん

私
は
青
少
年
赤
十
字
の
一
員
で

す
。
こ
の
タ
イ
の
訪
問
で
は
、
た

く
さ
ん
学
び
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し

て
、
タ
イ
の
人
々
の
生
活
を
身
を

持
っ
て
体
験
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
さ
ら
に
タ
イ
の
赤
十
字
メ

ン
バ
ー
と
の
交
流
を
通
し
て
、
夕

イ
の
人
々
の
考
え
も
理
解
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
青
少
年
赤
十
字
活

動
や
生
活
に
生
か
せ
る
よ
う
、

し
っ
か
り
学
ん
で
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

今
回
の
青
少
年
赤
十
字
タ
イ
訪

問
の
翼
に
次
の
各
氏
が
派
遣
さ
れ

ま
す
。磯
谷
中
学
校
教
諭

斉

藤

明

広

佐
井
中
学
校
教
諭

中

野

和

子

教
育
委
員
会
（
事
務
局
）

長

島

幸

雄



祕 １：Ｏ年廬
し卜
青少年育成佐井村民 会 議，

重
点
目
標

○明るく健全な家庭づくりを進めよう

○青少年の自立と社会参加活動を進めよう

○非行防止とよい環境づくり運動を進めよう

○活力と連帯のある地域活動を進めよう

明
日
を
担
う
青
少
年
が
、
自
立

と
社
会
的
役
割
を
自
覚
し
て
、
心

身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ

と
を
願
い
、
七
月
八
日
、
ア
ル
ザ

ス
で
青
少
年
健
全
育
成
の
村
内
各

団
体
や
関
係
者
が
多
数
参
加
し
、

平
成
十
年
度
青
少
年
育
成
佐
井
村

民
会
議
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し

た
。総
会
で
は
、
村
長
、
村
議
会
議

長
、
大
間
警
察
署
長
か
ら
育
成
運

動
へ
の
励
ま
し
の
言
葉
が
あ
り
、

続
い
て
平
成
九
年
度
の
活
動
経
過

報
告
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
役

員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
社

会
が
相
互
連
帯
を
一
層
強
化
し
、

一
体
と
な
っ
て
「
青
少
年
の
健
全

育
成
運
動
」
や
「
明
る
い
家
庭
づ

く
り
普
及
運
動
」
を
進
め
る
た
め
、

課
題
と
活
動
に
つ
い
て
協
議
し
、

活
発
な
活
動
を
進
め
て
い
く
た
め

に
、
標
記
の
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
改
選
に
よ
り
次
の

方
々
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

会

長

内
藤

清
美

副
会
長

川
岸

一
彦

島
野

房
子

監

事

新
田

常
雄

東
出

ミ
ヤ

夏
休
み
期
間
中
は
自
然
に
親
し

ん
だ
り
、
体
力
づ
く
り
、
伸
間
づ

く
り
を
す
る
の
に
絶
好
の
機
会
で

す
。
反
面
、
生
活
が
不
規
則
に
な

り
、
思
わ
ぬ

事
故
や
問
題

が
発
生
し
が

ち
で
す
。

有
意
義
な
夏
休
み
を
過
ご
す
た

め
、
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

○
夏
休
み
は
心
身
に
適
度
な
休
養

を
と
り
、
自
主
的
で
節
度
の
あ

る
生
活
態
度
、
習
慣
が
身
に
つ

く
絶
好
の
時
期
で
す
。

○
家
庭
で
は
、
家
事
の
手
伝
い
な

ど
を
積
極
的
に
さ
せ
ま
し
よ

○
派
手
な
服
装
、
夜
遊
び
、
好
ま

し
く
な
い
場
所
へ
の
出
入
り
が

な
い
か
ど
う
か
、
み
ん
な
で
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
お
金
の
使
い
方
も
日
頃
の
訓
練

が
必

要

で

す
。
乱
暴
な

使
い
方
は
万

引
き
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
水
の
事
故
に
気
を
つ
け
ま
し
よ

佐井

消 防

分 署

佐
井
消
防
分
署
（
山
本
稔
分

署
長
）
で
は
、
平
成
十
年
度
危

険
物
安
全
週
間
（
六
月
七
日
か

ら
十
三
日
ま
で
）
の
期
間
中
、

し
お
さ
い
公
園
横
で
、
油
火
災

を
想
定
し
た
消
火
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
（
写
真
左
）
。

こ
の
訓
練
で
は
、
村
内
で
危

険
物
を
取
り
扱
う

関
係
者

が
参

加
。
泡
消
火
剤
や
消
火
器
を
使
っ

て
、
本
番
さ
な
が
ら
の
真
剣
さ
で

取
り
組
み
ま
し
た
。
山
本
分
署
長

か
ら
「
訓
練
結
果
は
良
好
で
す
。」

と
講
評
が
あ
り
、
参
加
者
は
「
危

険
物
事
故
ゼ
ロ
」
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。

ま
た
、
七
月
一
日
、
青
森
県
消

防
救
助
技
術
大
会
が
県
消
防
学
校

で
開
か
れ
、
県
内
十
六
消
防
本
部

か
ら
選
抜
さ
れ
た
隊
員
八
百
人

が
、
団
体
六
、
個
人
三
の
計
九
種

目
で
災
害
現
場
で
の
人
命
救
助
の

迅
速
さ
や
安
全
の
技
術
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

佐
井
消
防
分
署
か
ら
は
、
石
戸

守
消
防
司
令
補
と
伊
藤
輝
貴
、
津

田
尚
樹
の
両
消
防
士
が
出
場
（
写

真
右
）
。
団
体
競
技
の
「
ほ
ふ
く

救
出
」
（
マ
ン
ホ
ー
ル
。な
ど
で
の

人
命
救
助
技
術
）
で
五
十
五
チ
ー

ム
中
第
四
位
に
入
賞
し
、
岩
手
県

で
開
催
さ
れ
る
東
北
大
会
へ
の
出

場
権
を
得
ま
し
た
。



お知らせ

コーナー

成

分

献

血

み
な
さ
ん
の
善
意
を

八
月
二
十
七
日
（
木
）
ア
ル
ザ

ス
で
成
分
献
血
を
行
い
ま
す
。

成
分
献
血
は
、
採
血
し
た
血
液

を
、
赤
血
球
、
血
小
板
な
ど
の
成

分
ご
と
に
分
離
し
、
必
要
な
成
分

だ
け
を
取
り
出
す
も
の
で
す
。

今
回
の
時
間
帯
は

○
午
前
九
時
三
十
か
ら

十
時
三
十
分
ま
で

○
午
前
十
時
四
十
五
分
か
ら

十
一
時
四
十
五
分
ま
で

○
午
後
一
時
十
五
分
か
ら

二
時
十
五
分
ま
で

○
午
後
二
時
三
十
分
か
ら

三
時
三
十
分
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

献
血
を
希
望
す
る
方
は
、
八
月

十
七
日
（
月
）
ま
で
に
左
記
へ
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
役
場
住
民
福
祉
課
保
健
衛
生
係

ａ

⑩
ｎ
乙
１
．１
１

ご

み

箱

は

す

っ

き

り

と

収
集
日
を
守
り
ま
し
よ
う

最
近
、
悪
臭
を
出
し
て
い
る
ご

み
箱
が
村
内
の
い
た
る
所
で
曷
受

け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
特
に
ご

み
が
腐
り
や
す
く
、
い
や
な
に
お

い
が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。

ご
み
箱
は
あ
く
ま
で
も
環
境
美

化
の
た
め
に
設
置
し
て
い
る
も
の

で
す
。
ご
み
は
、
燃
え
る
も
の
と

燃
え
な
い
も
の
に
分
別
し
、
必
ず

収
集
日
の
朝
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

事

故

見

舞

金

給

付

制

度

出
稼
ぎ
さ
れ
る
方
へ

○
加
入
で
き
る
方

一
ヶ
月
以
上
一
年
未
満
の
期
間

村
を
離
れ
て
仕
事
さ
れ
る
方
で
、

仕
事
が
終
っ
た
後
に
再
び
帰
っ
て

く
る
方
（
常
雇
の
方
で
も
加
入
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

○
加
入
申
し
込
み
及
び
掛
金

役
場
の
住
民
福
祉
課
窓
口
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
い
つ
で
も

加
入
で
き
ま
す
。

な
お
、
掛
金
は
村
で
負
担
し
ま

す
。
ま
た
、
申
し
込
み
は
本
人
の

ほ
か
、
家
族
な
ど
が
代
わ
り
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

○
有
効
期
間

加
入
し
た
囗
か
ら
一
年
間
で
す
。

○
見
舞
金
給
付
額
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
福
祉
課
住
民
係

税

金

の

相

談

お
気
軽
に
ど
ぅ
ぞ

税
に
関
す
る
窓
口
と
し
て
税
務

相
談
室
が
あ
り
ま
す
。

県
内
で
は
、
最
寄
り
の
青
森
税

務
署
で
も
相
談
を
受
付
け
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

公
０
１
７
７
⑩
２
２
９
９

畄

卩

を
政
が
レ
ぐ
ぃ
’″
ガ
マ

’

自

衛

官

募

集

平
成
十
一
年
四
月
入
隊

○
種
目
及
び
受
験
資
格

命
防
衛
大
学
校
（
推
薦
）

◆
防
衛
大
学
校
（
一
般
）

高
卒
（
見
込
み
）
で
二
十

一
歳
未
満

顰
看
護
学
生

高
卒
（
見
込
み
）
で
二
十

二
歳
未
満
の
女
子

・

航
空
学
生

高
卒
（
見
込
み
）
で
二
十

一
歳
未
満

一
般
曹
候
補
学
生

十
八
歳
以
上
二
十
四
歳
未

満
曹
候
補
士

二
等
陸
・
海
・
空
士

十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未

満

○
受
付
期
間

‘甼

九
月
七
日
～
九
月
十
日

◆

九
月
十
六
日
～
十
月
十
四
日

孥

九
月
十
六
日
～
十
月
十
三
日

・

八
月
三
日
～
九
月
十
一
日

○
試
験
日
、合
格
発
表
日
な
ど
は
、

種
目
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部

む
っ
募
集
事
務
所

昔
⑩
７
４
８
４

八

戸

工

科

学

院

平
成
十
一
年
度
学
生
募
集

○
募
集
コ
ー
ス
、
定
員

・
機
械
シ
ス
テ
ム
エ
学
科二
十
名

・
設
備
シ
ス
テ
ム
エ
学
科二
十
名

・
自
動
車
シ
ス
テ
ム
エ
学
科
三
十
名

・
制
御
シ
ス
テ
ム
エ
学
科二
十
名

○
課
程
い
ず
れ
も
二
年
で
す
。

○
応
募
資
格

高
校
卒
業
見
込
者
又
は
高
校
学

校
卒
業
者

○
願
書
受
付
期
間

平
成
十
年
十
月
十
二
日
（
月
）
か

ら
十
一
月
九
日
（
月
）
ま
で

○
試
験
日
時

平
成
十
年
十
一
月
十
六
囗
（
月
）

午
前
九
時
か
ら

○
年
間
経
費

授
業
料
は
無
料
で
す
。
た
だ
し

教
科
書
・
用
具
類
な
ど
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

青
森
県
立
八
戸
工
科
学
院
学
生

係

｛
″一
〇
１
７
８
⑩
６
８
１
１



児

童

扶

養

手

当

所
得
制
限
度
額
の
変
更

児
童
扶
養
手
当
は
、
手
当
の
支

給
を
受
け
る
本
人
ま
た
は
親
族
の

所
得
が
一
定
額
以
上
あ
る
場
合
に

は
、
手
当
の
全
部
又
は
一
部
の
支

給
を
停
止
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
平
成
十
年
八
月
以
降
の
月

分
の
手
当
の
支
給
に
関
す
る
所
得

制
限
に
つ
い
て
、
下
表
の
と
お
り

限
度
額
が
変
わ
る
予
定
で
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
改
正
に
伴

い
、
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て
次

の
よ
う
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

問

『
今
回
、
児
童
扶
養
手
当
の

所
得
制
限
が
二
人
世
帯
で
、
収
入

三
百
万
円
に
な
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
私
は
、
離
婚
後
母
子
二
人
で

生
活
し
、
前
年
の
収
入
は
三
百
万

円
を
越
え
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し

た
場
合
は
、
支
給
対
象
外
な
の
で

現
況
届
の
提
出
を
し
な
く
て
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。』

答

児
童
扶
養
手
当
の
所
得
制
限

の
適
用
は
、
収
入
額
よ
り
各
種
の

控
除
を
引
い
た
所
得
額
で
決
定
し

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
母
子
二
人

で
生
活
し
て
い
て
、
収
入
が
三
百

万
円
を
越
え
て
い
る
場
合
で
も
各

種
の
控
除
（
例
え
ば
寡
婦
控
除
が

該
当
す
れ
ば
三
十
五
万
円
）
の
適

用
に
よ
り
、
手
当
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
況

届
を
提
出
し
な
い
と
、
そ
の
後
の

所
得
制
限
に
該

当
し
な
く
な
っ

て
も
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
現
在
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
は
全
員
必
ず
現

況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提

出
期
間
は
、
毎
年
八
月
十
一
日
か

ら
九
月
十
日
ま
で
で
す
。

そ
の
他
、
育
児
の
悩
み
や
生
活

設
計
な
ど
の
御
相
談
は
、
福
祉
事

務
所
の
母
子
相
談
員
が
応
じ
て
く

れ
ま
す
し
、
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
は
電
話
相
談
も
行
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
下
北
地
方
福
祉
事
務
所

昔
⑩
ｎ
乙
ｎ
乙ｎ
冫
以
り

○
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

昔
０
１
７
７
⑩
４
Ｔ
５
ｎ
乙

児童扶養手当所得制限限度額表（皿 ＝円）

ちよつと ＯＥグッドノ

提供 食生活改善推進員なすのさっと煮

・４人分材料

なす ４本

塩茹で枝豆 １／３カップ

生姜 少々

だし １カップ
酒 大さじ２／３
砂糖 大さじ２／３
みりん 大さじ１
醤油 大さじ卜 １／３
油 小匙 １．５
赤唐辛子 少々

①ナスは縦半分に切り、かの子に切れ目を入れ、水

にさらす。

②なべに調味料をあわせ、煮立つたらナスを皮を下
に並べ強火で５分煮る。ナスを裏返し 煮汁がな

くなるまで５分熈る。
③ナスを盛り、枝豆をちらし、おるし生姜を添える。

１人分栄養価

教
育
委
員
会
に
は
、
総
務

課
・
社
会
教
育
課
・
中
央
公
民

館
（
社
会
教
育
課
職
員
兼
務
）

が
あ
り
ま
す
。

総
務
課
は
、
児
童
・
生
徒
に

よ
り
良
い
環
境
で
勉
学
や
ス

ポ
ー
ツ
に
励
ん
で
も
ら
う
た

め
、
管
内
小
中
学
校
の
施
設
や

教
材
備
品

の
整
備
や

奨
学
資
金

の
貸
与
な

ど
を
担
当

し
て
い
ま

す
。今
年
度

の
大
き
な

事
業
と
し

て
は
、
福

浦
小
中
学

体
育
館
の

建
設
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業

が
あ
り
ま
す
。

社
会
教
育
課
は
、
中
央
公
民

館
や
地
区
公
民
館
と
連
携
し
な

が
ら
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
生
涯

に
わ
た
っ
て
楽
し
く
取
り
組
め

る
よ
う
な
学
習
機
会
の
提
供

や
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
、

郷
土
芸
能
の
保
存
・
伝
承
活
動

の
奨
励
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
物
語
「
よ
み
が
え

れ
北
の
輝
き
」
や
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
「
ひ
る
が
え
れ

赤
十
字
の
旗
」
を
製
作
し
た
、

赤
十
字
の
果
づ
く
り
事
業
の
事

務
も
担
当
し
て
い
ま
す
。今
年
度

の
大
き
な

事
業
と
し

て
は
、
歌

舞
伎
の
館

建
設
事
業

が
あ
り
ま

す
。職
員
は

九
名
プ
ラ

ス
臨
職
一

名
、
平
均

年
齢
は
四

十
四
歳
。
職
員
の
体
格
は
若
千

肥
満
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、「
心

の
な
か
に
赤
十
字
の
旗
を
ひ
る

が
え
し
、
人
に
や
さ
し
く
、
共

に
生
き
る
社
会
を
目
ざ
そ
う
」

を
貪
百
某
に
日
夜
仕
事
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。



満１歳おめでとう／／

五 十 嵐 秀 平 ちぺ

（清瞶・ひとみ）磯谷

木 下 裕 雅
ちぺ

（優・明美）川目

能 登 有 理 ちぺ

（正樹・純子）古佐井

ｍ 口 賑 日 面 認
☆ と き 平 成 １０ 年８ 月 １５ 日（土 ）

☆ と こ ろ し お さ い 公 園

☆ プ ロ グラ ム

１３：００ ちぴっこ広場

１８：００ ビアガーデン

歌謡ショー（琴けいご‰）

１９：３０ 花火大会（雨天順延）

※雨天のとき、歌謡ショーは、
アルザスしおさいホールで行います。

第１２回むつ下北地区インディアカ交流大会

佐井中学校体育館
Ｂブロック 優勝 東インディアカ（十和田市）

２位 イ左井村レクリエーションクラブ

３位 ひよこ９８Ａ（むつ市）

Ｃブロック 優勝 板柳フィンズ（板柳町）

２イ立 大間町婦人スポーツ

３位 イ左井村レクリエーションクラブ

‰
８
｀

戸籍の窓口

７月１５日現在

Ｏお誕生おめでとう

館脇奈津美（繁樹）矢 越

須藤 流那（一樹）古佐＃

Ｏご結婚おめでとう

（真鍋 友晴 川 目

松崎 貴子 むっ市

Ｏおくやみ申し上げます

池田 定一（久枝）長 後

樋口 利一（みよし）大佐井

奥本 優子 卜 潛 ）古佐井

※個人のプライバシーを尊重

する意味で、掲載して欲し

くない方は、届出の際、係

に申し出てください。

佐井村の人口
６月３０日現在

男 １，６２４ （－２）

女 １，６２９ （＋ｌ）

計 ３，２５３ （－１厂

世帯数 １，１１０ （＋３）

（ ）内は前月比

お
詫
び
七

月

号

に

お
い
て
、

次

の

と

お

り

名

前

な
ど
の
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

○
四
ペ
ー
ジ
・
陸
上
競
技
大
会
一

年
男
子
六
十
メ
ー
ト
ル
三
位

田
名
部
哲
平
さ
ん

○
十
四
ペ
ー
ジ
・
「
満
一
歳
お
め

で
と
う
卩
‥」

加
藤
愛
里
ち
ゃ
ん

○
同
・
木
部
勇
二
郎
ち
ゃ
ん
の
お

母
さ
ん
の
お
名
前
と
住
所

由
香
子
さ
ん
・
原
田

齧

薬

後

記

村
民
体
育
大
会
で
は
カ
メ
ラ
マ

ン
兼
新
浦
町
内
会
の
選
手
を
務
め

た
本
コ
ー
ナ
ー
の
筆
者
Ｍ
。
ト

ラ
ッ
ク
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
縦
横

無
尽
に
走
り
回
っ
た
な
あ
と
自
負

し
な
が
ら
、
終
了
後
、
某
懇
親
会

場
へ
。
一
気
に
飲
み
干
し
た
ビ
ー

ル
は
格
別
の
昧
。
さ
す
が
に
ア
ル

コ
ー
ル
が
急
速
に
体
内
を
か
け
め

ぐ
り
、
眠
っ
て
目
が
さ
め
た
ら
朝

で
し
た
。
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